
Digital Smart City HAMAMATSU
浜松市デジタル・スマートシティ構想（案）

将来像
～デジタルで“繋がる未来”を共創～

人口減少・少子高齢化やインフラ老朽化、コロナ禍の状況においてデジタルの力を最大
限に活用し、「市民QoLの向上」と「都市の最適化」を目指し、デジタルで“繋がる未来”を
官民で共創します。

目指す方向性（基本理念）
「市民QoLの向上」と「都市の最適化」

必要な視点２
市民起点／サービスデザイン思考

必要な視点３
アジャイル型まちづくり

“オープン”な環境で組織や分野等を
越えた共創のまちづくりを推進。

デジタルは、手段と捉え、
“市民起点”のまちづくりを推進。

スモールスタートでチャレンジし、
トライ＆エラーを繰り返し、
変化に強いまちづくりを推進。

基本原則４
持続可能性

必要な視点１
オープンイノベーション

【推進体制】
 「浜松市デジタル・スマートシティ官民連携
プラットフォーム」（PF）を中核に官民共創
でデジタル・スマートシティを推進。

 PFは各分野の推進組織と連携し、分野間連携
とデータ利活用を推進。

 PFは民間主導のプロジェクトの創出を支援し、
市民目線で地域のプラットフォーマー及び
コーディネーターの機能を担う。

市民は、実証実験へ
の参加やサービスを
選択する形で「市民
QoL向上」に貢献。

企業は、地域課題の解決
に貢献することでイノ
ベーションや新たなビジ
ネス創出の機会とする。

推進体制とエコシステム

【目指すエコシステム】
 ベンチャーなどから課題解決のアイデアやソ
リューションの提案を受け、実証実験を実施。

 実証実験は「国土縮図型都市・浜松」の多様
なフィールドを活用。

 トライ&エラーを繰り返し、社会実装へとつ
なげる。

デジタルで”繋がる未来“の概観
デジタルの力を最大限に活用し、「課題解決型のアプローチ」と「未来に夢と希望を持て
るチャレンジ」を組み合わせることで、ヒト・モノ・コトを繋ぎ、“繋がる未来”を創造しま
す。

基本原則３
透明性／プライバシー

基本原則２
包摂性／多様性

基本原則１
オープン／相互運用性

 人と人が繋がる（リモートでの見守りや面会、相談、帰省等）
 社会と繋がる（高齢者や障がい者、外国人、女性等の社会参加をサポート）
 都市部と地方が繋がる（リモートワークや多拠点居住の促進）
 サービスが繋がる（遠隔教育、遠隔医療、遠隔鑑賞等）

デジタルで
“繋がる未来”の
キーワード

高齢者や障がい者、外国
人、女性、誰もがデジタル
技術に支えられ、社会と繋
がり、それぞれの力を発揮。

遠隔医療やIoTを活用した
見守りでどこでも安心して
生活。AIがデータに基づき
お薦めの食事や運動を紹介
してくれて、いつまでも健
康に生活。

デジタル活用で世界と音
楽で繋がり、デジタル・音
楽・芸術が融合した新たな
文化を浜松から発信。

世界の学校と繋がりオン
ライン留学。AIが自分に
あった学習メニューを推薦。
年齢に関係なく、誰でも多
様な学ぶ機会があり、いつ
でもチャレンジ可能。

ドローンやロボットの活
用で省力化と生産性が向上。
AIやビッグデータを駆使し、
付加価値が向上した儲かる
農林業が実現。

どこにいてもドローンで
好きなもの・サービスがい
つでも届く。免許を返納し
てもライドシェアや自動運
転で自由にどこへでも移動。

スマホ1台でどこでもいつ
でも簡単手続。必要な情報
は必要な時に届き、困った
ときは、24時間、AIコン
シェルジュが対応。職員の
対面相談も選べる、便利で
安心な市役所。

センサーのデータやAI予
測により危険を回避。被害
を最小限に抑え、災害の状
況もリアルタイムで可視化。
大切な人や情報、支援に繋
がり安全・安心な社会を実
現。

基本原則5

安全・安心／強靭性

官民共創によるまちづくりを進め、「地域課題の解決」と「イノベーションや新たなビ
ジネスを創出」するエコシステム（好循環）を形成します。

市民協働で築く「未来へかがやく創造都市・浜松」
浜松市未来ビジョン実現への貢献
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第一期（2020年度～2024年度）における重点取組分野
2020年度から2024年度の5年間を第一期と位置づけ、①本市の強みを活かした取組、②ウィズコロナ、ポストコロナのニューノーマルや安全・安心への対応、③課題解決型アプローチに
よる持続可能で包摂的な社会の構築に向けた取組、④推進基盤の構築や強化に重点的に取り組みます。

 デジタル技術を活用した文化事業の実施
 ニューノーマル時代のエンターテインメント
の新たな楽しみ方の創出と普及

 インターネットを活用した音楽文化等の発信
とリモートによる国際交流の推進

 デジタル・マーケティングの活用による情報発信
 新しい生活様式に即した観光の活性化と
賑わいの創出

 関係人口の拡大や多拠点居住の促進
 デジタル活用による移住・定住・交流の促進
 キャッシュレスの推進
 デジタルを活用したインセンティブ
付与による誘客や消費活性化の研究

 「予防・健幸都市浜松」実現に向けた官民連携
 健康情報を活用した生活習慣病等の予防・改善
 介護ロボット等の活用による介護従事者の負担
軽減

 AI等を活用した健診（検診）の受診率向上

デジタル・
スマートシティ

浜松
の基礎固め

第一期
 GIGAスクール構想の実現に向けた教育環境整備
 オフライン授業とオンライン授業のハイブリッ
ドによる持続可能な教育の推進

 ICT等を活用した子どもや子育て世代への効果
的な情報提供や相談体制の構築

教育・
子育て

ウエルネス

音楽文化・
エンターテイ
メント

商業・観光

 国土縮図型都市・浜松のフィールドを活用した新たなサービスや
ソリューションの創出

 サテライトオフィス等を活用したベンチャー企業等の誘致
 スマート農林業の推進
 中小企業の生産性向上に向けたIT・IoT等の活用支援

産業（ものづくり・農林業）

 IoT等を活用した高齢者や子どもの見守り推進
 災害予測や災害状況の効果的な把握
 災害関連情報の効果的な提供
 避難所の効果的な3密対策

見守り・
災害対応

 関係人口の拡大や多拠点居住の促進
 デジタル活用による移住・定住・交流
の促進

 リモートワークやテレワークの推進
 テレワークパーク構想の推進
 副業・兼業人材の活用促進

リモートワーク・
多拠点居住

 書面規制・押印・対面規制等の見直し
 行政手続きのオンライン化や
キャッシュレスの推進

 マイナンバーカードの取得促進とマイナンバー
カードを活用した行政サービスの拡充

 多様な伝達手段による情報の提供
 AIやICT等の活用による生産性の向上
 DX推進に向けた職員の人材育成

デジタル・
ガバメント

 データ流通のハブとなるデータ連携基盤の整備と利活用
 データ連携基盤の活用事例の創出 (Ori-Projectの推進)
 オープンデータプラットフォーム(ODPF)の整備と利活用
 点群データのオープンデータ化と利活用促進

データ連携基盤の整備や
オープンデータの拡充  中山間地域等への光ファイバ網の整備支援

 ５Gアンテナ基地局の設置や利活用の促進
 各種通信（高速・低速等）活用の事例の共有と横展開
 活用事例の創出やニーズ喚起による各種通信インフラ
整備の働きかけ

通信基盤等の
整備や利活用促進

 次代を担う若者の育成
 データ利活用に関するセミナーやハッカソン等の開催
 シニア向けスマホ講座等の充実
 人材育成におけるリモートやオンラインセミナー等の活用
 人材育成における大学やCode for Japan等との連携

人材育成

 「浜松市域”RE100”」の実現に向けた推進
 スマートコミュニティ、スマートタウンのモデルの構築
 スマートプロジェクトの実現
 新清掃工場及び新破砕処理センターをモデルとした
サーキュラーエコノミーの推進

エネルギー・循環型社会
 ドローンやセンサー等の活用によるインフラ
の老朽化対策

 点群データなどインフラ情報のデジタル化
 都市のデジタル化推進におけるインフラの利
活用や高度化の検討

インフラ

 モビリティとサービスの連携による持続可能な
まちづくりの推進

 モビリティサービス推進コンソーシアムを中核
とした官民連携によるプロジェクトの創出

 医療MaaSの推進
 フードデリバリープラットフォーム
の推進

 テレワークパーク構想の推進

モビリティ
 浜松市フェロー等外部人材の活用
 官民共創によるプロジェクト創出に向けた
アイデアソン等の開催

 次代を担う若者世代の巻き込み
 官民連携プラットフォームを活用した分野間の連携促進
 シビックテックとの連携や共創

官民共創による
推進体制の強化

 AIやICT等の活用による障壁の除去
 バリアフリー情報等のオープンデータ化の促進
 情報へのアクセシビリティの向上
 ICT技術やSNS等を活用した市民参加の促進
 シニア向けスマホ講座等の充実

社会参加促進


